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詩
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盟
え
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会
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作

詩
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式
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年

を
月

二
曰
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，
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コ
ー
　
　
タ
バ
　

　

ａ
エ

名

前

キ
山
　
舛
彦

（
北
言
絶
句

）

結  ● 転  句 ス  ●
キ
す

　

　

百
こ

Ｉ
‘
　

　

■
ス

涼

風

鷲

我

脚

猶

撃

O 籠

落

牽

牛

閉

子

露

0 獨

探

繁

陰

欲

続

行

● 朝

水

閂

外

夏

兆

明

O ● ● 0

Ｌ
ヽ

　

口
一ス

Ｐ
″

　

ウ
ロ

0 0 O

● O ○ ●

0 ●

O ● ● 0

えし下み読

，
ら
く

　

・
　

　

　

け
ん
バ
ヽ

う

　

　

　

そ
う
る

　

・　

　

　

ひ
ら

籠
落

の
牽
牛
　
子
露
に
開
き

狸
り
一綴
陽̈
を
持
し
　
α
行ヽ
せ
ん
と
ギ
す

難
着
　
鴫
だ
　
理
，も
ぃ明
な
り
て

か
ち
ょ
う
　
か
ん
ぼ

夏
朝
閑
歩

語
=・

共に 作詩メモ

朝
水

朝
。

朝
早
く
。

繁
陰

Ｌ
げ

っ
た
木
か
げ
。

牽
キ

（
花
）
‥

こ
こ
で
は
朝
顔
。

旱
露
―

朝
露
。

名簿m.  1

その1_の メ モ

朝
早
く
家
を
よ
る
と
、

間

の
外
は
魔
に
夏

の
太
陽
が
眩
し

い
の
で
、

な
り
繁
ら

た
木
陰
を
採
し
て
は
、

ゆ
っ
く
り
と
歩

い
て

い
こ
う

と

（
散
歩
こ

の
）

生
垣
に
は
、

朝
顔
が
朝
露

に
花
を
開

い
て

い
て
、

涼
し

い
ス

に
業

が
そ
よ

い
て

い
る
様

を
見

る
と
．

足

は
な
お
軽

や
か
で
あ
る
。

し

て

い

る
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神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

作
詩

ロ

千

人
式

今
わ

四
年
九
月

千
　
え
　
式

名

前

宇
野
次
郎

（
を
言
絶
句

）

結  匂 ネ  ● 蒸. 旬
詩

　

題
牡

升

群

落

分

離

邊 ◎

漫

歩

グ

園

島

語

侍 ◎

早

朝

開

戸

見

晴

天

先
　
韻

読:み 下 し え

籠又
邊

ン

に
う縫|サ
け
り

4」11

升
ン

の

群グ
落

ム

功

　

　

　

　

サ

ン

フ

一″

　

　

　

　

　

　

　

　

力

，

エ

レ

逹

え
　

蒟
瓜

の
も

と
　

花
え

イ

タ

ル

に
引
「
る

夏

を

, 公
園
を
関
歩
す
れ
ば
　
島
語
伝
わ
る

コ

ク

エ

ン

カ

ン

、か

チ

●

●

　

ツ

タ

晴

天

を

見

る

旦

`

・  チ
口

［
古
「

―
ド

戸

乞

開;

キ
C

夏
朝
　
関
す
す

，

●

●

，

カ

ン

球

誓諄 葉t・ 4著メモ

課

電
著

その1こ のメモ
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名簿ヽ   3

その他 のメモ

結 ● 転 ● ネ ● ,々旬
詩

題有 O 嗅・

庭 ● イ曇 ○
～

前 ○
′′′

イえ ●

夏
朝
閑
ナ

ビ́

月
課

題
,」■
0す

微 ○ 暁 ● 翠・ ムエ○

閉 〇 歩 ● 蓋 ●
L

ス ○

柔 ○

`ミ
ミ ○ 行 ● 霜 ○

櫓 ● 情 0 風 ○ 露 ●

庚

顎葎 ◎ え ● 清 ◎ 童 ●

オ丁■
れ
の

処 亡
. ろ
″`

ら

か
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ガヽ
に

関き
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櫓
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声見

,せらち
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張
ナ
晨

す
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難
や
か
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スを
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え

て
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し

詢
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な
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簿
い

て

る
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′
ヽ

夏
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朝:
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歩
ほ

神
奈
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県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
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（
セ
吉
絶
句

）

作

詩

ロ

千

仄
式

今

口

・
七
提
出

名

前

岡
嗚

　
宣
昭

池 ○
‐
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神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

作

詩

ロ

千

仄
式

今

わ

四
年

セ

月

千

　

た

　

式

名

前
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雄

（
た

吉

絶

旬

）

結 句 転 旬 ネ  旬 た 句
詩

　

題春

波

雲

散

水

逹

空

O 少

白

徘

徊

涼

気

兵

逹

暑
１

行

不

断

風

夏

　

深

　

逹

ロ

人

　

力

　

炊

●

○ ● ● O 夏

朝

閑

歩
O O ○

● 0 O ●
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東
ヽ

額
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春
波
雲
散
り
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水
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逹
な
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そ
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は

ら

み
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そ

ら

つ
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涼
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足
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４
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ぼ

語諄 典薇・作鋳メモ

史

と
暑
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と
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波
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水
　
同

じ
意
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の
議

が
気

に
な
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ま
す
。

夏

の
浜

辺
を
旱

朝

に
散
歩

し
た
時

の
気
分

と
情
景

を
詩

に
し
ま

し
た

名簿]も

そのなLの メモ
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名簿聰  5
語諄 共次・作詩メモ

嬌
子

―
子
供

椋
甍

（
と
う
ぼ
う

）
―
標

の
甍

薄
暑

‥
初
夏

筆

明

‥
夜

明

け

の
項

残
夢

‥
几
呆

て
ぬ
夢

結  旬 ネ  旬 た ●

詩
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´
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~

神
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県
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語
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え埃・作詩メモ

０
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０
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踏
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０
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ヽ
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,
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肇
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子
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夏
朝
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ヽ ●

■
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ハ
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．

仲
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盟
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セ
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絶
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語碁 典攻・作著メモ

神
奈
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県
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
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【
詩
箋
】

（
セ
吉
飽
匂

）

詩
し

提凰F

の

読
よ

ラ
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そ

う

し
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や

り
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ち

ょ
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，
ず

子
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野
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島
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涼
し

っ
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は
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・
　

　

　

　

　

の
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Ｋ
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め
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○ O

● ○

● ● ●

○ O ● O

夏
朝
閑
ナ

，
　
コ

え

葛

衣

状

杖

歩

江

頭 ◎

洩

瀬

落

魚

揺

濠

え ●

墓

柳

糸

糸

台

露

和 ◎

雨

鈴

子

暁

冷

力

秋 ◎

ロ
ロ
ス

，
日

み   下   し   ,え読 千

仄
式

仄
　

走
　
式

田
園
回

４
年

６
月

今

名

前

葛
衣
袂
に
扶
け
ら
れ
て
　
江
頭
を
歩
す

く

´，
　
い
　

　

つ

え

た

す

ゆ

う

ぎ

ょ

浅
瀬

の
滸
魚

あ

さ

せ

格 g

:゙=ょフオヽ→

の

処 [
ろ

ユ
柳
糸

々
　
台
露
相
し

，

い

，

０

う

し

し

は

く

る

　

し

げ
'0ヽ

1

秋讐
の

秦
'ご

し

`

そ
う

ぎ

●
餘
の
ロ
1

暁

え
朝

閑
歩

松
本
祐
輔

□
曰
■

神
漢
逹
　
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

語碁 典薇・作蛉メモ

揺
涼
　
魚

な
ど

の
沐
ぎ
動
く
さ
ま

ネ

糸

　

枠
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幸

二
神

　
し
だ
れ
神
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言
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句
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月

虫
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〓
ｆ

　

　

薔
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，
３

　

　

●
ズ

排

衝

微

風

萬

福

情

● 出

家

漫

歩

巡

河

畔

○ 夜

水

熱

気

室

猶

ａ

● 夏

曰

党

颯

鳩

島

拳

●

● O O ●

夏

日
閑
ナ

Ｌ
ヽ
　
　
０
ロス

だ
″
　
　

，
日

○ ● ● ●

○ ● ○

●

O

● ○

◎ ◎ ◎

読 み 下 し え

“
を
催
，従
ズ
部
一省
の
彎

家
を
針
で
一舜
ナ
し
沸
ん畔
を
避
る

だ
恭

の
対
一気
多
に
篠
葬

か

し

つ

百
ヘ
ロ

わ

●
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０

，

ａ
´
ょ

う

　

　

こ

え

颯
り
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党
ま
す
鳩
島
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拳

か

　

し

つ

か

ん

ぼ

夏

口
関
歩
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神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
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（
セ
言
絶
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語|■・共■・作詩 メモ
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ヽ_ン
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